
●
仕
事
量
の
激
減
で
他
の
職
場
に
配
転
さ
せ
ら
れ
た
が
、

何
故
か
元
の
現
場
に
応
援
に
出
さ
れ
る
。
人
員
が
減
ら
さ

れ
て
い
て
以
前
よ
り
も
キ
ッ
イ
仕
事
に
な
っ
て
い
る
。

●
円
高
で
海
外
に
移
転
さ
れ
た
は
ず
の
機
種
が
、
何
の
説

明
も
な
く
戻
っ
て
き
て
内
作
化
さ
れ
て
い
る
。
単
な
る
在

庫
調
整
だ
っ
た
の
で
は
？
い
つ
も
犠
牲
に
さ
れ
る
の
は
現

場
労
働
者
で
あ
る
。

●
３
月
末
で
派
遣
切
り
さ
れ
た
人
が
、
協
力
会
社
の
請
負

だ
と
し
て
元
の
職
場
で
以
前
の
仕
事
を
し
て
い
る
。
こ
ん

な
事
が
許
さ
れ
て
い
い
の
か
。
会
社
の
社
会
的
責
任
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

●
新
製
品
が
出
る
と
い
つ
も
現
場
は
大
混
乱
。
試
作
、
量

産
試
作
を
以
前
の
よ
う
に
し
っ
か
り
と
や
っ
て
お
け
ば
と

思
う
。
日
程
に
追
わ
れ
、
設
計
者
も
か
わ
い
そ
う
だ
。

●
生
産
改
革
、
コ
ス
ト
低
減
等
の
運
動
だ
け
が
先
行
さ
れ
、

現
場
の
実
態
は
変
わ
ら
な
い
の
に
Ｓ
Ｔ
（
作
業
標
準
時
間
）

が
ど
ん
ど
ん
削
減
さ
れ
て
い
る
。

●
会
社
幹
部
が
来
る
と
言
う
だ
け
で
、
通
路

の
白
線
を
張
り
替
え
た
り
、
周
辺
の
部
品
等

を
ど
こ
か
に
持
っ
て
行
く
。
帰
っ
た
後
に
ま

た
戻
さ
れ
る
、
こ
ん
な
事
い
つ
ま
で
続
け
る

の
か
。

●
作
業
量
が
減
っ
た
と
し
て
、
人
員
が
減
ら
さ
れ
て
一
週
交

代
の
夜
勤
に
、
残
業
も
な
く
な
り
や
っ
て
ら
れ
な
い
。

●
忙
し
い
時
期
に
は
賃
金
半
分
で
ベ
テ
ラ
ン
労
働
者
を
再
雇

用
し
て
い
た
の
に
、
仕
事
量
が
な
い
と
再
雇
用
希
望
者
を
認

め
な
い
の
は
、
法
律
違
反
で
あ
る
。

●
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
の
要
因
は
人
件
費
だ
と
し
て
働
く
者
が
粗

末
に
さ
れ
て
い
る
。
も
の
づ
く
り
力
・
技
術
の
伝
承
は
ど
う

な
っ
て
も
良
い
と
思
っ
て
い
る
の
か
。
株
主
に
は
純
利
益
を

超
え
て
配
当
し
て
い
る
の
と
、
あ
ま
り
に
も
対
照
的
で
あ
る
。

旧豊川工場の実態
パソコン生産を撤退した旧豊川工場は、

新会社ＩＥメカ（日立ＩＥの子会社）とし

て再出発し１年が経ちましたが、相変わら

ず生産はゴタゴタが続いています。

ＩＥメカは、日立オムロンの生産拠点で

あるＥＭＳ（製造専門会社）として発足し、

最初に行なったのが、従来の派遣を大量に

切ることでした。この影響で人が足らなく

なり、間接部門から現場への移動を行なっ

てきました。昨日まで課長職だった人や、

総務で仕事をしていた人がラインに立ち、

派遣の人たちと一緒に仕事をしています。

得意分野であったプリント基板製造も、

技能を持った人が他のラインに移動させら

れたり、いやになって辞めています。その

ため複雑な技能を必要とする仕事は外に出

すという、製造会社でありながら、まとも

な製造ができない状態になるのではと不安

になります。

生産に必要な技術や技能は、一朝一夕で

できるものではありません。

また作業を行うのは人間で

あり、働く人が意欲をもて

ない職場では不良が多発し、

効率も上がらなくなるので

はと、心配の声が出ていま

す。
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日立関連労働者懇談会

〒108-0073 東京都港区三田3-2-20
（電機労働者懇談会気付）

TEL(03)3455-6006 FAX(03)3451-3595

日 立 懇

★ビラや情報をホームページで見られます。
ﾊﾟｿｺﾝ http://hitachikon.net

ｹｰﾀｲ http://hitachikon.net/i

★仕事、生活などの相談も受け付けます。
Eﾒｰﾙ info@hitachikon.net

TEL(携帯) 090-9121-0602(多田) ＱＲコードに
アクセス！

★もよりの連絡先
茨 城 029-273-2785 (舞良)
茨 城 090-8747-6239 (馬場)
東 京 090-3534-8626 (谷口)
神奈川 080-5060-7728 (中村)
静 岡 090-9121-0602 (多田)
愛 知 090-4253-1217 (成木)
大 阪 06-6939-2905 ( 森 ) 止めよう派遣切り、ゆるすな賃金カット

現場労働者を粗末にするな！
物
作
り
現
場
で
は

派遣法の抜本改正を
不況になったとたん、多くの製造現場の派遣労

働者が「派遣切り」や「雇止め」で、職を失いま

した。現在もまだ、仕事が見つからず、失業中の

人たちがいます。

派遣労働はもともと、臨時的・一時的な専門業

務に限定され、製造現場への派遣は禁止されてい

ました。ところが1999年に派遣労働が原則自由

化され、2003年に製造業にまで解禁されました。

これが現在の「派遣切り」を横行させ、ワーキン

グプアを生み出す原因となったのです。

製造現場で働く人を大切にし、モノづくりを伝

承していくためにも、今こそ製造業派遣を禁止し、

正社員に転換する「派遣法の抜本改正」が必要で

す。

新しい国会で、改正の可能性と気運が高まって

います。製造業派遣や登録型派遣の禁止、派遣先

企業に雇用責任を負わせる「直接雇用

のみなし規定」、正社員との均等待遇、

専門業務の見直しなど、「派遣法の抜

本改正」を要求していきましょう。



長野県にあるＪＭＩＵ高見沢電機支部は、10年間

にわたり、親会社の富士通による職場つぶしに抵抗

して、闘っています。

高見沢電機支部の職場では、査定もなく、男女同

一賃金、現場と事務・技術も同一賃金です。このよ

うな組合に対し、会社は「賃上げゼロ・一時金ゼロ

の兵糧攻め」を行っています。組合は解決権限を持

つ、親会社の富士通との団体交渉を求めて、東京地

裁に提訴しています。

再
雇
用
で
は
な
く

定
年
延
長
に
し
て
ほ
し
い

日
立
コ
ン
シ
で
は
最
近
、
再
雇
用
を
継
続
し

な
い
で
辞
め
て
い
く
方
が
目
立
ち
ま
す
。

「
今
ま
で
の
仕
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
拡
販
で

お
願
い
し
た
い
。
そ
れ
も
、
県
外
勤
務
し
か
あ

り
ま
せ
ん
」
と
言
わ
れ
て
、
「
再
雇
用
を
さ
せ

な
い
た
め
に
、
い
や
が
ら
せ
を
し
て
い
る
」
と

怒
っ
て
い
る
方
も
い
ま
し
た
。
「
リ
ス
ト
ラ
が

進
ま
な
く
て
、
８
２
５
名
で
分
社
化
し
た
従
業

員
を
当
初
予
定
の
７
５
０
名
に
減
ら
そ
う
と
し

て
い
る
」
と
の
声
も
聞
こ
え
ま
す
。

日
立
で
は
、
「
会
社
が
提
示
し
た
職
務
等
に
、

本
人
が
同
意
し
た
場
合
に
再
雇
用
す
る
」
と
し

て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
「
い
や
が
ら
せ
」
を
受

け
や
す
い
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

「
月
収
は
原
則
と
し
て
定
年
退
職
直
前
の
基
準

内
賃
金
水
準
の
50
％
で
、
昇
給
は
無
し
。
期
末

手
当
は
月
手
当
×
支
給
率
（
２
ヶ
月
程
度
）
を

基
準
と
す
る
」
と
な
っ
て
お
り
、
熟
練
し
た
技

術
を
安
上
が
り
に
使
え
て
会
社
に
都
合
の
い
い

こ
と
ば
か
り
。

「
長
い
間
、
日
立
で
頑
張
っ
て
き
た
の
に
、

最
期
に
こ
ん
な
仕
打
ち
を
受
け
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
」
と
い
う
思
い
で
日
立
を
去
る
人
を
つ

く
ら
な
い
た
め
に
も
、
気
持
ち
よ
く
働
け
る
定

年
延
長
に
早
く
切
替
え
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

日
立
コ
ン
シ
・
横
浜

日
立
オ
ム
ロ
ン
で
新
た
な
リ
ス
ト
ラ
策

日
立
オ
ム
ロ
ン
で
は
今
年
度
赤
字
の
予
想
と

な
り
、
そ
れ
を
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
新
た
な
経
費

削
減
、
出
向
な
ど
の
リ
ス
ト
ラ
策
が
打
ち
出
さ

れ
ま
し
た
。

組
合
員
に
は
子
会
社
へ
の
出
向
20
名
、
国
内

旅
費
の
宿
泊
費
の
削
減
、
月
俸
者
へ
は
現
行
５

％
カ
ッ
ト
に
、
２
．
５
％
の
上
乗
せ
減
額
が
10

月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
間
接
部
門

の
派
遣
切
り
が
相
当
数
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

「
赤
字
だ
っ
た
ら
す
べ
て
働
く
者
に
押
付
け

て
乗
り
切
る
」
と
い
う
の
が
日
立
流
な
の
で
し
ょ

う
か
。

日
立
オ
ム
ロ
ン

民
主
党
政
権
で
「
仕
事
が
な
く
な
る
？
」

民
主
党
政
権
誕
生
に
職
場
で
は
、
喜
び
の
声

と
と
も
に
、
仕
事
を
心
配
す
る
声
も
で
て
い
ま

す
。民
主
党
の
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
に
、
「
高
速
料

金
無
料
化
、
無
駄
な
ダ
ム
建
設
中
止
」
を
掲
げ

て
い
る
の
で
、
関
係
す
る
職
場
で
は
、
「
実
現

し
た
ら
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
仕
事
は
い
ら
な
く
な
る
」

「
ダ
ム
の
仕
事
は
無
く
な
る
か
も
。
早
速
八
ツ

場
の
入
札
が
延
期
に
な
っ
た
。
公
共
事
業
も
今

ま
で
通
り
に
は
い
か
な
い
か
も
」
な
ど
と
話
さ

れ
て
い
ま
す
。

「
す
ぐ
に
影
響
が
で
る
こ
と
は
な
い
」
と
な
っ

た
も
の
の
、
政
治
の
変
化
が
自
分
た
ち
の
仕
事

に
も
直
結
す
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

日
立
・
大
み
か

派
遣
会
社
に
出
向

２
年
前
も
同
じ
よ
う
な
リ

ス
ト
ラ
を
小
田
原
地
区
で
行
っ

て
き
た
日
立
Ｇ
Ｓ
Ｔ
の
職
場

で
、
今
回
は
藤
沢
地
区
で
45

歳
以
上
の
対
象
者
に
激
し
い

面
談
、
出
向
の
強
要
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。

出
向
先
は
パ
ソ
ナ
と
い
う
派
遣
会
社
で
、
パ

ソ
ナ
が
紹
介
す
る
派
遣
先
へ
面
接
を
受
け
に
行

き
、
そ
こ
で
就
労
で
き
な
い
理
由
を
何
度
も
報

告
さ
せ
る
と
い
う
、
強
引
な
や
り
方
で
す
。

２
年
前
に
同
じ
よ
う
な
出
向
を
執
よ
う
に
命

ぜ
ら
れ
、
断
り
、
踏
み
止
ま
っ
た
女
性
は
、
今

回
対
象
と
な
っ
て
い
る
女
性
た
ち
に
、
自
ら
の

経
験
を
も
と
に
、
「
首
切
り
同
然
」
の
片
道
切

符
の
出
向
に
応
じ
な
い
よ
う
、
励
ま
し
続
け
て

い
ま
す
。

日
立
Ｇ
Ｓ
Ｔ

訂
正
と
お
詫
び

前
号
（
２
０
０
９
年
９
月
号
）
で
「
「
ゲ
ン

木
ク
ラ
ブ
」
は
会
社
の
誇
れ
る
施
設
？
」
の
記

事
に
お
い
て
、
「
神
奈
川
県
の
保
育
待
機
児
童

は
１
３
０
０
名
弱
」
と
記
載
し
ま
し
た
が
、

「
横
浜
市
の
保
育
待
機
児
童
は
１
３
０
０
名
弱
」

の
誤
り
で
し
た
。
横
浜
市
は
「
ゲ
ン
木
ク
ラ
ブ
」

の
所
在
市
で
す
。
こ
こ
に
訂
正
と
お
詫
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

●政権交代で何が変わる？

８月３０日。永久政権かと思われ続けてきた自民党政

権がついに終わりを告げた。これほどの大きな出来事、将来は歴史

の教科書に載るだろうという思いでテレビを見ていた。しかし、政権が変わっ

て働く若者たちの仕事や暮らしはどう変わるのだろうか。非正規雇用の増加、

首切りによる年越し派遣村など、前政権の悪政による若者の被害は甚大であっ

た。安定した仕事にも就けず、結婚の見通しもない若者が、今どのくらいい

るだろうか。新政権は、例えば高速道路の無料化を掲げているが、優先順位

として雇用対策を先にやるべきと思う。若者だっていつまでも若い訳ではな

く、不安定な収入のまま年を取ることは、やがて取り返しがつかない「大災

害」となってしまいかねない。

投
稿
歓
迎

（このコーナーへの投稿をお待ちしています。）

Eﾒｰﾙ info@hitachikon.net にどうぞ！！

人間らしい働き方を求めて
電機懇第22回総会開催（愛知県にて9/12・13）

「親子心中も考えた」というシング

ルマザーの女性は、三菱電機名古屋製

作所で派遣社員として働いていて、派

遣切りで解雇されました。名古屋北部

青年ユニオンに加盟して団交を申し入

れましたが、３回とも拒否されたので、

同様に解雇された人と、３人で名古屋

地裁に提訴しました。派遣切りを告発

し、正社員としての地位の確認、慰謝

料請求を求めて、闘っています。

河本さんは、パナソニック若狭工場

で派遣社員として働いていて、昨年10

月に生産減を理由に解雇されました。

しかし３年10カ月働いていたため、派

遣先企業の正社員として雇用すべきと、

労働局に申告して、解雇撤回を勝ち取

り、12月に解雇は一次凍結されました。

その後、自宅待機を強いられたため、

３月に正社員化を求めて福井地裁に提

訴して、裁判闘争を始めています。

支援を訴える宿岩書記長




